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１．はじめに 

 近年、多くの学校でコンピュータを利用した英語

学習が盛んに行われるようになっている。しかし、

今までの教材は学習項目やその提示順序等につい

ては注意が払われている一方、学習者の心理状態

（集中力や疲労感など）については必ずしもそうと

は言えないようである。外国語学習のように、かけ

た時間がその習得に大いに影響を及ぼすような場

合には特に重要な問題となってくる。つまり、学習

者がいかに集中力を維持しつつ学習項目を理解し、

習得していくかという視点が欠けていたというこ

とである。そこで本研究では、英語学習用コンピュ

ータ教材（特に Web を利用した教材）の受講画面に

ついてより効果的な教材を提供するためのインタ

ーフェイスデザイン設計の方法について示したい。 

 

２．研究の背景と問題の所在 

２．１ 研究の背景 

 従来のコンピュータを利用した学習では、

stand-alone型のパソコンにソフトをインストールし

て利用するというのが一般的であった。しかし近年

では、Webブラウザを利用する形態が教育現場には

多く導入されている。Webブラウザ利用型の利点と

して、ＯＳに依存しないこと、サーバー機に保存さ

れているソフトをネットワーク経由で利用できる

ため、場所や人数に制限がないこと（ライセンス等

の問題はあるが）などがあげられる。本校でも、

TOEIC対策として ALC Net Academyを導入し、あ

る程度の進度調整はあるものの、学習者それぞれの

ペースで教材に取り組んでいる。このような教材は、

インストラクショナルデザイン（ＩＤ）に基づいて

学習者が学習しやすく、また定着しやすい教材配列

がなされているが、実際は、徐々に意欲や興味を失

っていく様子が見られる。その主たる原因の１つが

教材のインターフェイスデザインであると思われ

る。 

２．２ 問題の所在 

 教材のインターフェイスデザインが学習者の意

欲や興味に影響を与える理由は主に次の３点であ

る。第１に、教材の操作性である。１画面に提示で

きる情報は限られており、その配置は大変重要であ

る。英語教材を例に見ると、文字情報（英文、文法

説明など）、絵・写真などの画像による情報（リス

ニングの学習など）、教材を操作するためのボタン

などがあげられるが、これらを効果的に配置するこ

とは、学習者にとっての見やすさや学習のしやすさ

などに影響を与える。第２に、学習者の集中力への

影響である。配置の仕方の適切性は、学習者がその

教材を集中して取り組めるかどうかに大いに関係

する。つまり、学習以外に気をつかう場面はできる

限り少なくし、学習者の集中を削がないことが大切

である。そして第３に、学習者の疲労への影響であ

る。モニター画面に長時間向かうことによる目の疲

労やそれに伴う肉体疲労は、パソコンを用いる教材

に特に顕著に見られる問題である。上の問題は相互

に関連し、これらの問題の解決をできるようなイン

ターフェイスデザインを考えていく必要がある。 

 

３．先行研究 

 インターフェイスデザインに関する先行研究と

して、Fulcher(2003)と貝瀬他(2005)を例にあげる。 

 Fulcher(2003)は、CBT（Computer-Based Test)の

インターフェイスデザインの設計プロセスに関す

る研究で、３段階モデル（three-phase process 

model）を示している。以下は、それぞれの段階の

概要である。 
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 ・第１段階・・・計画と初期デザイン 

 ・第２段階・・・利用し易さのテスト 

 ・第３段階・・・フィールドテストと改良 

これらの手順を必要に応じて繰り返し行うことに

よって、よりよい WBT に仕上げていくことができる

というものである。 

 貝瀬他(2005)は、e-Learning サイトの Web デザイ

ンの評価法に関する研究で、特に画面の見やすさ

（検索性）については、その色数よりも強調数が主

要因となり、その数は１画面あたり３つであるとい

う。これらの先行研究の成果を基に、昨年度、指導

学生による卒業研究を行った。次にその概要と成果

を示す。 

 

４．谷津(2006)の概要 

 昨年度実施した卒業研究（谷津,2006）の概要と

その成果を以下に示し、そこから出てきた成果を見

ていきたい。 

 谷津(2006)では、WBT 教材における画面設計が学

習者の集中力に与える影響を、画面内の強調数の違

いに着目して検証した。適切な強調数を３つと定め

（貝瀬,2005）強調のない画面の受験者との比較に

よって、その有効性を証明しようと試みた。具体的

には、強調数の異なる２種類の英語の試験問題を本

校の２年生（当時）約８０名に受験してもらい、そ

の正解数と所要時間を統計的に処理した。図は、そ

の違いを示したものである。 

 
図 協調ありと協調なしの画面(比較) 

 

統計的には、平均点および所要時間に違いは見られ

なかったが、グループ内の平均点および所要時間の

相関を見ると、興味深い結果が出てきた。 
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表１ 協調なし画面の成績と時間の相関 
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表２ 協調あり画面の成績と時間の相関 

 

表１・２を比較すると、強調無しの画面で受験した

被験者の結果にのみ有意差が見られた。つまり、画

面の「見やすさ」よりも「見にくさ」が学習者の成

績や所要時間に影響を与える可能性が示された。ま

た、「見にくい」という同一の条件下では、集中で

きる学習者が成績も良いという結果が得られた。 

 

６．今後の課題 

 今回の調査では、強調効果の有効性の検証はでき

なかったが、学習者の集中力が学習効果の要因の１

つとなることが示された。今後は、より学習者が集

中できる画面設計の指針づくり、そしてその指針に

基づいて、特に英語があまり好きではない（不得意

な）学習者にとって有益な教材の作成・提供を目指

したいと考えている。 
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